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１） 事業所名 株式会社　　　永楽園

　　代表者氏名 代表取締役　　中村　　幸樹

２）　所在地 本　社　　　 〒849-0906　 

佐賀県佐賀市金立町大字金立1682

３）　環境管理責任者 所属/役職 代表者 中村　幸樹

　　　担当者 所属/役職 事務局 中村　信子

　　　連絡先 ＴＥＬ　0952-98-2366 FAX 0952-98-3424

Ｅメールアドレス　　araku@mx7.tiki.ne.jp

４）　事業の内容 造園工事業、土木工事業、とび・土工工事業

５）　事業の規模

単位 本社

従業員数 人 9人

倉庫床面積 ㎡ 183㎡

事務所床面積 ㎡ 140㎡

６）　事業年度 8月～翌年7月

２．認証・登録の対象範囲

　　上記の全組織及び全活動

　　　1)　対象事業所   本社

　　　2)　事業活動    造園工事業、土木工事業、とび・土工工事業

1.　組織の概要

代表取締役

総売上額：１３７百万円
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環 境 経 営 方 針

株式会社永楽園 は、造園工事などの施工を通じて、社会に貢献し、

地球環境との調和・共生を目指し、環境への取組を重要課題と認識し、

全社員一丸となって環境負荷に配慮した行動を心掛け、法令遵守のもと

環境保全に取組み、地球にやさしい活動を行います。

１ 次の項目について環境経営目標・環境経営計画を定め環境経営の継続的な

改善に努めます。

（１）事務所、工事現場の電力、燃料等の使用量の節減により

二酸化炭素排出量を削減します。

（２）廃棄物の排出量の削減・リサイクルを推進します。

（３）節水に努め、水使用量を削減します。

（４）農薬等の化学物質使用の適正管理に努めます。

（５）環境に配慮した設計・施工を提案します。

（６）地域貢献活動に取り組みます。

２．当社の事業に関連する環境関連法規等を遵守します。

３．本方針を全従業員に周知徹底します。

制定日 平成 ２９年 １１月 ２８日

改訂日 令和 ２年 ７月 ３０日

改訂日 令和 ５年 ７月 ３０日

株式会社 永 楽 園

代表取締役 中村 幸樹

p (4)
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・

代表者

代表者として環境経営全般について責任と権限を持つ
経営における課題とチャンスを明確にする
環境方針を作成・見直し、従業員に周知する
環境管理責任者、ＥＡ２１事務局員を任命する
環境への取組を実施するための資源（人・もの・金）を準備する
ＥＡ２１全体の取組状況に関し評価、見直しを実施する

　　　　工務部門
　　　部門長

　　役割分担表

所　属 役割・責任・権限

4. 実施体制

全従業員
環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚する
決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加する

ＥＡ２１委員会 ３か月に１回開催し、環境目標及び環境活動計画の実施状況を審議する。

ＥＡ２１事務局
環境管理責任者を補佐し、ＥＡ２１文書及び記録類、及び基礎データの作
成・維持・集計・管理を行う
社外からの環境情報の収集と伝達を行う

部門長

環境方針、環境目標、環境活動計画を部門全員に周知する
環境目標達成のため、責任を持って自部門の環境活動を推進する
自部門で発生した問題点の是正処置、予防処置を実施する
自部門に関連する法規制等を順守する
自部門に関連する緊急事態への準備及び対応の訓練を実施する
自部門の教育・訓練を実施する

環境管理責任者

ＥＡ２１ガイドラインの要求事項を満たす環境経営システムを構築し、 実行
し、環境実績を向上させる。
毎年、環境目標、環境活動計画を作成する。
３か月に１回、環境目標の達成状況及び環境活動計画の実施状況を確認・
評価する。
上記の結果を代表者に報告する。

代表者
(代表取締役)
中村　幸樹

　環境管理責任者
　　　●　中村幸樹

  ＥＡ２１委員会 　　ＥＡ２１事務局

事務・総務部
部門長
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基準年

R2年8月～
R3年7月

R3年8月～
R4年7月

R4年8月～
R5年7月

R5年8月～
R6年7月

R6年8月～
R7年7月

全社 ｋｇ‐ＣＯ２ 56,978 56,408 55,280 53,622 51,477

事務所 ｋＷｈ 4,413 4,369 4,281 4,153 3,987

現場 ｋＷｈ 1,951 1,931 1,893 1,836 1,763

② ガソリン使用量の削減 事務所 L 11,363 11,249 11,024 10,694 10,266

③ 軽油使用量の削減 現場 L 9,806 9,708 9,514 9,228 8,859

④ 灯油使用量の削減 L 1,187 1,175 1,152 1,117 1,072

① 一般廃棄物排出量
　　の削減　(可燃ごみ)

事務所 kg 187 185 181 176 169

② 産業廃棄物の
　　リサイクル率の向上

現場 ％ 95 96 97 98 99

事務所 ㎥ 490 485 475 461 443

事務所 購入配慮 購入配慮 購入配慮 購入配慮 購入配慮

事務所 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理

全社 環境配慮 環境配慮 環境配慮 環境配慮 環境配慮

全社 8 5 5 5 5

 ６．環境に配慮した設計・施工

 7.　地域貢献活動

備考

　　１．購入電力の二酸化炭素排出係数は、0.371kg-CO2／kWh（令和１年度九州電力調整後排出係数）を使用した。

　　2．目標年度の（）は基準年に対する削減率を示す。

R6年度
（4%）

 ５．化学物質使用の適正管理

 5.  環 境 経 営 目 標

目標項目
サイト
区分

単位

目標

R2年度
R3年度
（1%）

R4年度
（2%）

R5年度
（3%）

１．二酸化炭素排出量の削減

①  電気使用量の削減

2․

 3．水使用量の削減

 ４．グリーン製品購入の推進

ｐ（6）



6.　環境経営計画

日程

令和5年8月～令和6年7月

令和5年8月～令和6年7月

令和5年8月～令和6年7月

日程

一般廃棄物

令和5年8月～令和6年7月
産業廃棄物

日程

令和5年8月～令和6年7月

日程

令和5年8月～令和6年7月

日程

令和5年8月～令和6年7月

日程

令和5年8月～令和6年7月

日程

令和5年8月～令和6年7月

自然環境等の事前調査を行う。

現場周辺の自然との共生と調和の指向

5.化学物質使用量の削減

在庫管理の徹底・必要量のみ発注

使用料の把握

活動項目

活動項目

重機・発電機のエンジンをこまめに止める。

コピー用紙裏紙の利用

活動項目

6.環境に配慮した設計・施工の提案

4.グリーン購入推進

グリーン購入相当事務用品・資機材の調査購入

再生品利用率の把握

活動項目

3.水使用量削減

節水に努める。

雨水の貯留タンクの水で植物の灌水・道具洗浄をする。

活動項目

活動項目

使用していない場所・休憩時間の消灯を励行する。

自転車の活用

空気圧の適正確認チェック（1ヶ月1回）

1.二酸化炭素排出量の削減

電気使用
量削減

エアコン設定温度を夏２８℃・冬２０℃とする。

夜間・休日のﾊﾟｿｺﾝ・ﾌﾟﾘﾝﾀｰは、主電源を切る。

ＬＥＤ証明の導入を進める。

7.地域貢献活動

活動項目

ボランティア活動に参加する。

緑化推進活動に参加する。

ガソリン
使用量削

減

カーエアコンの適切な使用

急発進・急加速・急減速の禁止

最短ルートの使用推進

2.廃棄物排出量削減

分別によるﾘｻｲｸﾙの推進

分別によるﾘｻｲｸﾙの推進

転用可能な資材の活用

軽油使用
量削減

発電機使用時の時間短縮

急発進・急加速・急減速の禁止

坂道でのエンジンブレーキの使用

p.(7)



7．環境目標の実績

基準年

（R2年度） 目標 実績 達成率 判定 結果の評価

１．二酸化炭素排出量の削減 ㎏‐CO₂ 56,978 53,622 40,978 130% 〇
目標達成できた。継続してい
く。

（1）電気使用量削減

　　　　現場 kWh 1,951 1,836 4,232 43% ×
工事内容により、24時間稼働機械
使用などにより使用量が増加した。

　　　　事務所 kWh 4,413 4,153 4,709 88% × 夏場の猛暑、機械使用の増加により
使用量が増加していると思われる。

（2）軽油使用量削減

　　　　現場 Ｌ 9,806 9,228 6,740 136% 〇
目標達成できた。工事内容により
左右されるが、引き続き努力する。

（3）ガソリン使用量削減

　　　　事務所・現場 Ｌ 11,363 10,694 7,755 137% 〇
目標達成できた。工事内容により
左右されるが、引き続き努力する。

(4)灯油使用量削減 Ｌ 1,187 1,117 916 121% 〇 目標達成できた。継続していく。

２．廃棄物排出量の削減

一般廃棄物排出量の削減（可燃ごみ） ㎏ 187 176 175 100% 〇 目標達成できている。

産業廃棄物リサイクル率の維持 ％ 95 98 100 100% 〇
目標達成できている。

３．水使用量の削減 m³ 490 461 465 99% ×
雨不足で散水量が増加したため
目標達成できなかった。

４．グリーン購入の推進 品数 購入配慮 購入配慮 購入配慮 購入配慮 〇 目標達成できている。

５．化学物質使用量の削減 ー 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理 〇 目標達成できている。

６．環境に配慮した設計・施工の提案 件数 環境配慮 環境配慮 環境配慮 環境配慮 〇 目標達成できた。継続していく。

７. 地域貢献活動の参加 件数 8 5 5 100% 〇 目標達成できた。継続していく。

※3.　達成率は、以下の計算式を用いて算出しています。

　　　　　削減目標：目標/実績×100

　　　　　増加目標：実績/目標×100

ｐ（8）

単位
R5年8月～Ｒ6年7月

※ 2．　一般廃棄物の目標数値には別表１　３．②廃棄物排出量及び廃棄物最終処分量の表の「剪定屑・草」は含みません。

※ 1.  二酸化炭素排出量は　令和１年度九州電力の調整後排出係数 （ 0.371ｋｇ‐CO₂／kＷh）　を用いて算出しています。



年度 単位 H30 R1 R2 R3 R4 R5

C02目標値 kg-CO2 53,472 52,927 52,381 56,625 55,280 53,622

C02排出量 kg-CO2 56,562 58,655 56,978 49,227 49,958 40,978

電気(事務所) kWh 4,180 4,005 4,413 5,480 5,496 4,709

電気（現場） kWh 1,204 2,682 1,951 2,690 4,593 4,232

ｶﾞｿﾘﾝ L 9,485 10,111 11,363 8,874 8,872 7,755

軽油 L 8,629 11,384 9,806 9,006 9,189 6,740

ｐ（9）
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8.次年度の環境経営目標、環境経営計画

1 エアコン設定温度を決め、実行する

2 夜間・休日のﾊﾟｿｺﾝ・ﾌﾟﾘﾝﾀｰは、主電源を切る。

3 昼休み時間の消灯

4 事務所照明の必要箇所（列）のみ使用

1 カーエアコンの適切な使用

2 急発進・急加速・急減速の禁止

3 自転車の活用

4 空気圧の適正確認チェック（1ヶ月1回）

5 ふんわりアクセルエコスタート

1 カーエアコンの適切な使用

2 急発進・急加速・急減速の禁止

3 不要な荷物は積まない

4 空気圧の適正確認チェック（1ヶ月1回）

5 最短ルートの使用推進

6 自転車の活用

1 発電機使用時の時間短縮

2 急発進・急加速・急減速の禁止

3 暖気運転は3分以内

4 坂道でのエンジンブレーキの使用

1 分別によるﾘｻｲｸﾙの推進

2 コピー用紙裏紙の利用

1 分別によるﾘｻｲｸﾙの推進

2 転用可能な資材の活用

1 洗車時の雨水の使用

2 雨水の貯留タンクの使用

3 雨水バケツの使用

1 グリーン購入相当事務用品・資機材の調査購入

2 再生品利用率の把握

1 在庫管理の徹底・必要量のみ発注

2 使用量の把握

1 自然環境等の事前調査を行う。

2

１１～1月 ２～４月 ５～７月

1 電気使用量の削減
本社

建設現場

取組目標
該当

事業所
活動項目

スケジュール

８～１０月

１．二酸化炭素排出量の削減

　・環境経営目標は、「環境経営目標」に記載しています。
　・環境経営計画は、以下の通りです。

2 ガソリン使用量の削減 本社

3 ガソリン使用量の削減 建設現場

4 軽油使用量の削減 建設現場

２．廃棄物排出量の削減

取組目標
該当

事業所
活動項目

スケジュール

８～１０月 １１～1月 ２～４月 ５～７月

1 一般廃棄物排出量の削減 事務所

2
産業廃棄物のリサイクル率の向
上

建設現場

３．水使用量の削減

取組目標
該当

事業所
活動項目

スケジュール

８～１０月 １１～1月 ２～４月 ５～７月

1 節水活動 本社

４．グリーン購入の推進（事務用品・建設資機材）・毎年＋1品目の採用

取組目標
該当

事業所
活動項目

スケジュール

８～１０月 １１～1月 ２～４月 ５～７月

1 化学物質使用の適正管理
本社

建設現場

グリーン製品購入率の向上
本社

建設現場

５．化学物質使用の適正管理　

取組目標
該当

事業所
活動項目

スケジュール

８～１０月 １１～1月 ２～４月 ５～７月

スケジュール

８～１０月 １１～1月 ２～４月 ５～７月

1 周辺の自然環境等の調査 建設現場

６．環境に配慮した設計・施工の提案

取組目標
該当
本社

活動項目

ｐ（10）



9.　環境活動計画の取組結果とその評価、次年度の取組み内容

10月 1月 4月 7月

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

○ 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

△ 〇 △ △

○ ○ 〇 〇

○ 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

△ △ 〇 〇

○ 〇 〇 〇

△ 〇 〇 〇

△ 〇 〇 〇

10月 1月 4月 7月

一般廃棄物 〇 〇 〇 〇

△ 〇 〇 〇

産業廃棄物 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

10月 1月 4月 7月

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

10月 1月 4月 7月

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

10月 1月 4月 7月

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

10月 1月 4月 7月

〇 〇 〇 〇

10月 1月 4月 7月

〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇

p.( 11 )

6.環境に配慮した設計・施工の提案

活動項目
実施状況

1年間の評価 次年度の取組内容

自然環境等の事前調査を行う。 実施されている。 継続する。

7.地域貢献活動への参加

活動項目
実施状況

1年間の評価 次年度の取組内容

ボランティア活動に参加する。 実施されている。

5.化学物質使用の適正管理

活動項目
実施状況

1年間の評価 次年度の取組内容

化学物質使
用の適正管

理

在庫管理の徹底・必要量のみ発注 徹底できた。 継続する。

使用量の把握

4.グリーン購入の推進

活動項目
実施状況

1年間の評価 次年度の取組内容

グリーン製
品購入率の

向上

グリーン購入相当事務用品・資機材の調査購入 十分な検討を行い、購
入している。

継続する。

再生品利用率の把握

3.水使用量削減

活動項目
実施状況

１年間の評価 次年度の取組内容

節水活動
節水に努める。 節水に努めている。 継続する。

雨水タンクの水使用

活動項目
実施状況

1年間の評価 次年度の取組内容

分別によるﾘｻｲｸﾙの推進 分別については、徹底
されている。
裏紙使用は、定着して
きた。

分別の徹底は継続する。

コピー用紙裏紙の利用

分別によるﾘｻｲｸﾙの推進

転用可能な資材の活用

軽油使用量
の1％削減

発電機使用時の時間短縮

急発進・急加速・急減速の禁止

重機・発電機のエンジンをこまめに止める。

重機・機器類の始業前点検を実施

1.二酸化炭素排出量の削減

活動項目
実施状況

1年間の評価 次年度の取組内容

継続する。
緑化推進活動にさんかする。

*　事務所電灯・玄関外
灯をLED化し、各活動も
実施されている。

*　意識の向上に取り組ん

だ。

*　自転車の活用継続
*　老朽化していたユ
ニック車を買い換え、運
搬回数減少のため、塵芥
車を購入した。

*　取り組みを継続していく。
　

*　運転手への声かけ等、継続してい
く。

*　エコドライブ・現場への相乗りの
徹底に努める。

*　請負工事により偏りがあるが、従
業員への声かけ等を行い、エコ運転
を心がける。

夜間・休日のﾊﾟｿｺﾝ・ﾌﾟﾘﾝﾀｰは、主電源を切る。

2.廃棄物排出量削減

使用してない場所・休憩時間の消灯を励行する。

エアコンフィルターを定期的に清掃する。

ガソリン
使用量の
1％削減

カーエアコンの適切な使用

急発進・急加速・急減速の禁止

自転車の活用

空気圧の適正確認チェック（1ヶ月1回）（給油時）

現場への相乗りを推進

電気使用
量削減

エアコン設定温度を夏２８℃・冬２０℃とする。



10．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果
                                         並びに違反、訴訟等の有無

当社の事業活動、製品及びサービスに適用される環境関連法規等は次のとおりです。

遵守状況

○

○

○

○

○

○

　　　 　エコアクション21の取組を始めて7年目となりました。社員一人一人が

CO2削減を意識して取り組んでいます。

受注工事の内容により、電気使用量と水使用量の目標達成できませんでした。

ガソリン使用量は、受注工事減少もあり目標達成できました。

今後とも社員一同協力し合い環境負荷の低減と環境保全に取り組んで

いきたいと思います。

適用される法規等

廃棄物の処理及び清掃に関する法
律（廃掃法）

振動規制法

騒音規制法

建設リサイクル法

適用される事項（施設・物質・活動等）

一般廃棄物及び産業廃棄物の管理・排出
マニフェストの交付・回収・保管の適正処理

一定規模以上は建築4品目の分別解体と再資源化

特定建設作業の届出
建設現場での機械使用時の騒音レベルの遵守

特定建設作業の届出
建設現場での機械使用時の振動レベルの遵守

11．代表者による全体評価と見直しの結果

下水道法

令和　6年　8月に上記の環境関連法規等の遵守状況を確認・評価した結果、違反はありません
でした。また、関係機関等からの指摘、利害関係者からの訴訟もありませんでした。

フロン排出抑制法

排除基準の遵守

業務用エアコンの簡易点検の実施
フロンガス排出の未然防止

p(12)



*　電気使用量の削減の取組

　　①　節電ポスター掲示 ②　扇風機・ｻｰｷｭﾚｰﾀｰの使用

　　③LED照明への交換

車庫 車庫 事務所

*　ガソリン・軽油使用量の削減

　　①　エコドライブポスター・ステッカー掲示②　老朽化車両の買い替え

ユニック車 ﾊﾟｯｶｰ車

　　　（　その他　ﾀﾞﾝﾌﾟ2台、軽トラック3台、バックホウ2台　）

　　③　自転車使用 ④　使用機械（草刈機、バリカン等）の充電式機械の購入

  12.　環境経営計画に基づき実施した取組内容　

p(13)



*　水使用量削減
　　

　　①　ホースストッパーの取付 ②　雨水貯水タンクの設置

　*　廃棄物の削減

　　①　ゴミの分別の徹底　 　　

　　②　缶、ペットボトル削減のため水ｻｰﾊﾞｰ、ｺｰﾋｰﾒｰｶｰの設置　　③　ｲﾝｸｶｰﾄﾘｯｼﾞ回収ﾎﾞｯｸｽ設置

　*　SDGs宣言 *　化学物質の適正管理

p(14)




